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　コロナ禍の 8 月に一冊の本をご恵贈いただいた。「わさびの日本史」と題されたその本の著者

は大学院の後輩であり、現在岐阜大学准教授の山根京子さんである。一読したのち、本誌に書評

を書かせていただくことにした。

　とはいうものの、ワサビについての本は非常に珍しく、また斬新な切り口でもあるので、読売

新聞に農研機構の三中信宏氏（進化生物学）が書評を書いておられるなど、これまでにさまざま

なメディアでも紹介されており今更な感じもある。ここでは山根京子さんとともに全国で京都大

学にしかない「栽培植物起源学研究室」で学び、作物の起源や植物と人間との関わりについて関

心を共有し続けている研究者の立場から本書を紹介したい。

　本来ならば、本の中身から入るべきであろうが、まず目に飛び込んでくる装丁のすばらしさに

ついてふれないわけにはいかない。次ページに示すように、わさび色のカバーは本書内で紹介さ

れる文献資料に描かれたワサビそのものやワサビをめぐる道具や人々で埋め尽くされている。ま

た、帯に著者の似顔絵が描かれているなど著者と出版元の文一総合出版の気合にまず圧倒される。

　内容としては 3 章からなる。第 1 章「人類史以前のわさび」では、人間が利用する前の植物学

的なワサビの位置づけについて、フィールドワークや DNA 解析の結果が紹介される。ワサビ属

の植物からワサビがいつ分岐して種分化したのか？ワサビは日本固有の植物なのか？どのように

して日本の自生集団の多様性が形成されたのか？という疑問が丹念な材料収集と DNA 解析から

解き明かされる。最終的には、ワサビは日本の固有種であり、栽培されているワサビは日本で野

生種から栽培化されたという結論にいたる（ちなみに、日本で栽培化された植物はきわめて少な

い。セリやミツバなどの野菜、最近ではアズキやヒエが可能性があるとされている程度である）。

　第 2 章「昔の人は、ワサビをどのように食べていたのであろうか？」では安土桃山時代までの

ワサビ利用を文献資料から読み解いている。穀類や豆類と違って種子で増殖・保存するわけでは

ないワサビは考古遺物として残りにくく、発掘による発見は期待できない。最古の資料は、飛鳥

時代の木簡に記された文字であるという。これ以降の文献調査により、平安、鎌倉、室町と経て

安土桃山時代には料理に確実に使われていたことが明らかとなる。

　第 3 章がこの本の大半となる「ワサビの謎」である。全部で 11 の謎に、主に文献、一部 DNA

解析から迫っている。このうちいくつかを取り上げると、戦国三英傑（信長・秀吉・家康）はワ

サビを食べたのか？握りずしにワサビはいつから？栽培ワサビの起源地は？ワサビが全国に普及

したのはなぜ？かちかち山とワサビの関係など、タイトルどおり日本史や食文化史での謎につい



て検証している。すべてがすっきりと解決されるわけではない

が、何気なく食べているワサビが謎の多い植物であることが再

認識できる。

　時折挿入されるコラムも読みごたえがあり、特に、巻末の「わ

さび歴史年表」が素晴らしい。これがこの本の価値をより一層

高めている。食文化史に関心がある方々には是非ご一読いただ

きたい一冊である。

　現在では野生集団も山を分け入らねば見つからず、さらに近

年は鹿に荒らされ自生地の保全の必要もあるという。遺伝資源

の保全も種子ではなく株で保存せねばならず、栽培も特殊条件

が必要とされ容易ではない。これらだけでも大変な労力である

ことが同業者として痛いほど理解できる。さらに広範な文献調査、DNA 解析を行い、このよう

な書籍を執筆されたことには敬意を表さざるを得ない。今年にはワサビのゲノムシークエンス注 1

も完成する見込みであるという。辛み成分をつくる仕組み、野生種と違って栽培種では根茎が肥

大する仕組みなども解き明かされていくことも期待される。

　文理融合などと言われるが、謎を解くのにそもそも文理の垣根など存在しない。おそらく著書

の山根京子さんが感銘を受けた多くの先達から私も薫陶を受けており、さまざまな観点から物事

を見ることの重要性を教えられている。自分自身何のために研究しているのか？あらためて自ら

の原点と自らに残された時間に思いを巡らせた。

 

注 1:  ある生物の持つ DNA を構成するヌクレオチドの結合順序（塩基配列）をすべて決定すること

【関連文献】
第 1 章の系統解析について

・ Haga N., M. Kobayashi, N. Michiki, T. Takano, F. Baba, K. Kobayashi, H. Ohyanagi, J. Ohgane, K. 

Yano & K. Yamane (2019) Complete chloroplast genome sequence and phylogenetic analysis of wasabi 

(Eutrema japonicum) and its relatives. Scientific Reports 9: 14377　https://www.nature.com/articles/

s41598-019-49667-z

・日本の研究 .com における日本語解説　https://research-er.jp/articles/view/82772

生物資源学術誌　第 13号14


